
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

【取組方針の紹介ページＵＲＬ】

https://www.pref.nagano.lg.jp/airport/houshin.html

３　平成30年度当初予算案での対応

（単位：千円）

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

A-3 事業名 信州まつもと空港活性化事業
担当
部課名

企画振興部
松本空港利活用・国際化推進室

現行
どおり

移管・
廃止改善の方向性

改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

点検者

強化・拡大 8 4 6 5 3

1

事業改善の必要あり

5 2

合理化・縮小 1 1

5 0

県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・利便性を向上するため、便数の増加、利用しやすい時
間帯への変更、運用時間の延長、夜間駐機等の様々な
方策を検討すべき。

・信州まつもと空港の発展・国際化に向けた取組方針（以下「取
組方針」という。）に基づき、利便性の向上を図るべく利用促進及
び増便等の航空会社への働きかけ、運用時間延長等の国との
調整を行ってまいります。

合　計 15 7 6 11

3 0
現状維持 6 2

【事業内容】
・国際定期便及びチャーター便を増加し、空港の活性化
を図っていく必要がある。
・小型ジェット機の運航拡大を研究してはどうか。

・取組方針に基づき、国際チャーター便の実績を積み上げ、定
期便の就航を目指します。
・松本空港の施設特性に合うリージョナルジェット機等の開発状
況、航空会社の導入状況を把握し、就航の働きかけに活かして
まいります。

【広報手法】
・もっとターゲットを絞り込んだ（客層や地域など）PRが必
要。
・「バスに乗る感覚で飛行機に乗れる」など、『松本空港な
らでは』の利点をもっと前面に打ち出して広報をしてはど
うか。
・県内利用者を増やす（利用したことのない県民に利用し
てもらう）ことはできないか。

・ＰＲにあたっては、その目的に応じてターゲットの絞り込んだ方
法も、意識しながら実施してまいります。
・コンパクトな松本空港は、搭乗手続きが短い等の利点があるの
で、これまで利用したことの無い方も含め、松本発の利用者拡大
向け広報では、アピールしてまいります。

【観光との連携】
・増加するインバウンド需要に応える方策や、空港から観
光地への２次交通等について、他部局との連携が必要。

・インバウンド客の獲得等に向け、観光部等関係部局とより連携
を図ります。

Ｈ30当初予算案 Ｈ29当初予算額 増減

事業費 46,449 36,200 10,249 

利便性向上のため、広報宣伝と利用者・旅行会社等への支援をより効果的なものとなるよう関係機関と連携して取り組み、

信州まつもと空港発着の国内路線の拡充や国際チャーター便の誘致を進めます。

〔事業費の主な増減〕

国際チャーターに係る航空会社・旅行会社

への支援便数の増(20便→30便)(7,500千円

増)

［当初予算案時点］

https://www.pref.nagano.lg.jp/airport/houshin.html

